
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 文化の日は、１９４６年１１月３日に日本国憲法が公布されたことが由来になっています。 

祝日法を審議した国会で、山本勇造参院文化委員長（作家の山本有三氏）は、「１１月３日は戦争放棄

を宣言した新憲法公布の日」とした上で、「平和を図り、文化をすすめる意味で、この日を文化の日と

名づけた」と述べています。 

11月３日（文化の日）は戦争放棄を宣言した日 

 

事務局：須黒法律会計事務所  〒328-0027栃木市今泉町2-4-18 FAX0282-22-3757   

電話連絡先0282-22-7079(増田)    

Ｅメール oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp     ＨＰ：太平山麓九条の会で検索   
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映画「教育と愛国」を観て 

教育に国の政策がじわじわと入り込んでいく・・。 

 

１９６号 
２０２３年１０月１２日発行 

 

 

～文化の日に集い～ 
 

「憲法改悪・軍拡反対」のスタンディング！！ 
 

・１１月３日（文化の日）午後２時～約１時間 

・栃木イオン・カワチ前交差点 

 県民ネット大行動  

・「平和」のスタンディング 10月 21日(土)午後 1時半～午後 3時 宇都宮市 「宮の橋上」   

・学習講演会  １１月１１日（土） 午後１時半～午後３時半 栃木県弁護士会館 4階ホール     

            講師：宇都宮大学国際学部教授 清水奈名子さん 

教育に国の政策がじわじわと入り込んでいく様子が、教科書執筆者や 

教員など、いろいろな人のインタビューや教育現場の現実を映し出すこと 

であぶりだされていく映画でした。 

国民を教育という手段を使って、為政者にとって都合の良い人間に作 

っていこうとする動きが浮き彫りになるにつれ、怖さと怒りがこみ上げて 

きました。 

 初めに取り上げられていたのは、小学校での道徳の授業でした。決まった基準で人間の行動を規制し

ようとしていることが浮き彫りにされていきます。教科書検定、特に歴史と公民の教科書への政治介入

の実態がいろいろな角度から取り上げられていました。「歴史からは学ぶ必要はない」と断言する保守

系学者で「育鵬社」の執筆者の伊藤教授。その一方で「戦争をしないために、『戦争』の被害と加害を学

ぶことが大切と思い、歴史の授業の実践をしている」という平井先生の姿。平井先生の姿に光を感じな

がらも、歴史の史実が教科書から消されていく教育の現場に、子どもたちの未来がどうなってしまうの

かと、大変危機感をもって観ました。 

上映後の斉加尚代監督と、清水奈名子先生のトークセッション、大変良かったです。問題点をより深く

えぐりだし、私たちが何をどう考え、行動すべきかの指針を鋭く語られ感動しました。                                                                        

板橋（記） 
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  スタンディング １１月９日（木）市役所前・１９日（日）ケーズデンキ大平店前交差点  両日とも午後３時～ 

 スタッフ会議  １１月９日１２時半～楽習館くらら４Ｆ・２４日（金）午後１時半～楽習館くらら２Ｆ 

関東大震災と朝鮮人の虐殺 
                          内海 隆男（記） 

 ２０２３年の本年は関東大震災の百年目に当たる節目の年でした。メディアもさかんに取り上げてい

ましたが、１０万人を超える死者・行方不明者を出した大震災でした。その中で私たちは、単なる自然

災害だけでなく、人間が人間を殺すという虐殺があったことを忘れてはなりません。朝鮮人虐殺は６０

００人を超えるとも言われています。 

 その虐殺に至った要因としては「朝鮮人が暴動をおこしている」「朝鮮人が放火している」「朝鮮人

が井戸に毒を入れている」とかのありもしない流言（デマ）が急速に関東一帯に広まったことが、「朝鮮

人をやってしまえ」との雰囲気が生まれ、各地に自警団（火災・盗難から地域を自衛するための組織。

関東大震災のとき青年団・在郷軍人会・消防団などが母体になり武装した。）が作られたことがあげら

れます。 

 こうしたデマの発生源を特定するのは難しいですが、震災当初から、政府や警察はデマを否定せ

ず、むしろ広めており、人々は情報が混乱するなかで、官憲の誤情報を信じていったといえます。偽情

報に騙され、信じて虐殺に走ってしまった民衆にも責任があります。 

国の責任に関しては、内務省警保局長から全国の地方長官宛に送られた電信文（1923 年９月３

日の「朝鮮人は各地に放火し、…爆弾を所持し、石油を注ぎて放火するものあり、…各地に於て十分

周密なる視察を加え、鮮人の行動に対しては厳密なる取締りを加えられたし」）が、送られました。この

政府の対応が、デマを生む情報源の役割をはたしたことは否定できません。 

しかし、８月３０日の記者会見で、松野博一官房長官は、関東大震災の直後に起きた朝鮮人虐殺に

ついて「調査した限り、政府内で事実関係を把握できる記録が見当たらないところだ」と述べました。

国に責任はないというのです。 

 

 

 虐殺者は誰か・・・。軍隊や警察と「自警団」（民衆）が朝鮮人を殺している様子が生々しく描かれて

います。栃木県ではどんなことがあったのか。朝鮮人も殺され、日本人も誤って殺されています。次号

でみてみましょう。                             （続きは１１月号に掲載します） 

 

上の図は一昨年発見された「関東大震災絵巻」の一部です。（所蔵 新井勝紘さん）  

 


